
平成 年度　予算施策評価表
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　県の関与の必要性

　成果指標A

　成果指標B

2.0 1.2 2.0 1.2

24年度 95.0%1.80 1.71530 530 100.0%

障害者の社会参画の促進

％

28,686 9,661

成果と指標
の関係ストック

指標の
種類

事業費

達成率

中

算定方法

障害者の社会参加支援者数

フロー

算定方法

予算

障害者の実雇用率

ノーマライゼーションの理念の実現に向け、障害者が
社会の構成員として地域の中で共に生活が送れるよ
う、その活動を支援するボランティア等を確保する必要
がある。

選択理由 選択理由

成果と指標
の関係
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ﾎﾟｰﾂ指導員の合計

実績
成果指標B

指　標　・　事　業　費　の　推　移

人
達成率実績計画
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26
施策名

区分
成果指標A

564

最終目標

　26年６月１日現在の常用労働者50人以上の企業における障害者雇用率及び雇用障害者数は過去最高の
水準となっており、厳しい経済情勢のなか、障害者の雇用は着実に増加しているが、県内民間企業におい
ては、障害者雇用促進法による法定雇用率（25年４月から2.0％）を依然として下回っている。
　障害者の一般就労は、ノーマライゼーションの基本理念のもと、障害者が社会参加し、自立するうえで極め
て重要な要素であることから、県としては、引き続き、民間企業の理解促進に努め、障害者の雇用環境の整
備に取り組むとともに、障害者の多様な就業の機会の確保、就労移行・継続の支援等を行い、障害者が地
域で自立した生活が送れるよう一層努力してまいりたい。

施 策 の 評 価
　障害者自らが社会の構成員として、主体的、自主性をもって身近な地域で生活することができるよう、障害
者の行動を援助・助長するためのボランティアの養成など、支援対策に取り組んでいく必要がある。障害者
総合支援法では、障害者の地域での生活を支援するため、地域生活支援事業の実施が定められているが、
県と市町との役割分担のなかで、県としては専門性の高い事業や広域的な対応が必要な分野、支援者や指
導者の養成事業など、多くの事業を引き続き実施することとしており、県の関与の度合いは高い。
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　障害者権利条約の批准に向けた集中的な障害者制度改革は一段落したものの、今後も、障害者総合支援法
及び障害者虐待防止法の見直しや段階的・計画的な改正、障害者差別解消法の施行が予定されている。また、
障害者においても障害の重度化、重複化、高齢化などの課題を抱えており、県としては、新たな状況に対応しつ
つ、障害者の地域生活を支える人材の養成等、障害者の自立及び社会参加の支援等のための施策に総合的
かつ計画的に取り組むことが求められている。

順調・向上

　障害者の社会参加に際しては、障害者が地域の中で社会参画できる可能性を増加させ、共生できる環境
の整備が必要であることから、ボランティアや奉仕員など障害者の社会参加を支援する人々の養成を行って
いる。それらの取組みによって、身体障害者や知的障害者の社会参加は一応前進しているが、依然として不
足している分野もあり、障害者全体の底上げを図るためには、今後も引き続いて積極的な取組みが必要であ
る。
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障害者の生きがいづくりに繋がる一般就労状況を示す
ものであり、障害者の就労に関する施策の効果を客観
的に評価することが可能である。

連絡先

国費 その他

指標の
種類

これまでの取組み

　平成７年３月及び平成17年３月に策定した「愛媛県障害者計画」（計画期間：10年。平成27年３月に第4次計画（計画期
間：５年）を策定。）及びその実施計画として３年毎に策定している「愛媛県障害福祉計画」では、ノーマライゼーションの理念
をさらに定着させ、各部門が有機的に連携しながら、積極的かつ総合的な障害保健福祉の推進を図り、県民の誰もが相互
に人格と個性を尊重し、支え合う「共生社会」の実現を目指している。その基本方針のもと、「施設から地域へ」という障害福
祉施策の大きな方向性も踏まえ、県では、障害者自ら選択した地域に居住し、自立した日常生活を営むだけでなく、社会の
一員として、より積極的に社会に参画することができるよう、障害者の自立支援や社会参加の促進のための施策の充実を計
画的に進めている。
　なお、平成29年に本県で開催する第17回全国障害者スポーツ大会（障害者に対する理解を深め、障害者の社会参加の
推進に寄与することを目的とする障害者スポーツの祭典）に向けて、選手（チーム）の育成・強化支援及び手話通訳者等の
養成研修の拡充実施等、計画的かつ着実な準備も行っている。

課長障害福祉課 評価責任者担当部局名

施 策 の 内 容

施 策 の 目 標

越智　和彦保健福祉部 生きがい推進局

障害者自身が、その能力を十分発揮して、生きがいを見つけ、積極的に社会活動に参加する。

常用雇用者のうち障害者の割合（愛媛労働局集計）

県費

成果指標名（目標の達成度合いを示す指標）

計画
千円

様式１
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事業名

身体障害者団体助成費

手をつなぐ育成会補助金

肢体不自由児愛護大会補助金

愛媛県手をつなぐ育成会研修大
会補助金

障害者スポーツ振興事業費

障害者スポーツ選手育成・強化事
業費

身体障害者コミュニケーション確
保対策事業費

4,399

1,138

4,077

障害者社会参加推進センター運
営事業費
障害者パソコンボランティア養成・
派遣事業費

盲ろう者通訳・ガイドヘルパー養
成派遣事業費

障害者スポーツ大会手話通訳者
等養成研修事業費

1,944

3,347

障害者の愛顔あふれる地域づくり
推進事業費（中予）

身体障害者生活訓練等事業費
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2

2
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1.5
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3

3

2

2.5

1.5
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4,605拡大

このまま
継続

4,408

このまま
継続

拡大

773

1,799

1,944

1,313

このまま
継続

3,347

改善・見
直しの方

向等

このまま
継続
このまま
継続
このまま
継続
このまま
継続
このまま
継続

拡大

このまま
継続

このまま
継続

4,041

このまま
継続244.0%

3

62,129

成 果 と 財 源 配 分 に 関 す る 方 針

80.0%

118.9%

118.9%

3,371

675

3,371

6,067

1,012

60.0%

200

2

56.5%

18.3%

101.8%771

27年度当初
予算額（千

円）

3

3

3

成 果
向 上
余 地

2

3,492

2

20,189

18,510

愛媛県手をつなぐ育
成会会員数

身体障害者補助犬給付事業費

4,719

　障害福祉施策が「施設から地域へ」と大きく転換され、従来にも増して、障害者自ら選択した
地域に居住し、自立した日常生活を営むだけでなく、社会の一員として、より積極的に社会に
参画することができるよう支援していくことが重要である。
　そこで、県民の障害者に対する理解・認識を深めるとともに、障害者自らがスポーツ、文化そ
の他の社会活動に参画する機会を確保する事業等に財源を配分し、障害者の社会参加に必
要な支援をしていくこととしている。
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200

17,904

手話通訳者養成研修
修了者数（県内全体）

字幕入り映像の貸し出し本数

一般開放した施設行
事の参加者数

訓練・指導等受講者数

補助犬給付状況

200

人件費
相当額

(b)

1,349

盲ろう者向け通訳・ガ
イドヘルパー派遣事
業実利用者数

318.3%

1,799 338

0

3

0.0%

135.5%

評価結果　（3：高い～１：低い）

福祉大会等参加人数

成 果
動 向

67.1%

今 後 の 方 向 ② （ 構 成 事 業 の 見 直 し ）

600

26年度総ｺｽﾄ（千円）

主な成果指標
達成率

(%)

3 2

事業予算
(a)

今 後 の 方 向 ① （ 施 策 の 方 向 性 ）

600

合計 61,531 23,940 85,471

21,460

675 100.1%

3

3 1.5

2.5

675

3

2

県障害者スポーツ大
会競技参加者

県障害者スポーツ大
会競技参加者

100.0%

3

200

200

愛護大会参加者数

手をつなぐ育成会研
修大会参加者数

字幕入り映像の貸出本数

パソコンボランティア
派遣回数


